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e Profundis

（
深
淵
よ
り
）
④
、
身
柄
拘
束
、
敗
戦
、

公
職
追
放

　

日
本
の
英
米
両
国
に
対
す
る
宣
戦
布
告
は
、
イ
ギ

リ
ス
在
住
の
日
本
人
に
「
敵
性
外
国
人
」
と
し
て
強

制
収
容
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
住

ん
で
い
た
幹
部
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
そ
の
部
下
ら
の
大

半
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
間
に
広
が
る

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
海
に
浮
か
ぶ
孤
島
・
マ
ン
島
（Isle of 

M
an

、
ほ
ぼ
淡
路
島
の
広
さ
）
に
抑
留
さ
れ
た
。
同

時
に
日
英
政
府
間
で
は
在
住
外
国
人
相
互
の
母
国
送

還
が
協
議
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
ロ
ン
ド
ン
の
日
本
人

社
会
を
代
表
す
る
横
浜
正
金
銀
行
ロ
ン
ド
ン
支
店
長

加
納
久
朗
は
、
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
３
月
ま
で

身
柄
拘
束
や
強
制
収
容
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

特
例
と
言
え
る
。
久
朗
に
対
す
る
拘
束
は
、
日
本
在

住
の
イ
ギ
リ
ス
人
公
務
員
な
ど
に
対
す
る
「
報
復
行

為
」
を
誘
発
し
、
日
本
国
内
や
日
本
占
領
地
で
の
「
外

国
事
務
所
」
に
対
す
る
日
本
の
強

制
介
入
に
つ
な
が
る
た
め
で
あ
っ

た
。
し
か
し
同
年
３
月
イ
ギ
リ
ス

の
新
聞
は
、
久
朗
が
外
相
イ
ー
デ

ン
の
香
港
虐
殺
に
関
す
る
発
表
は

中
国
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
だ
と
し
て

外
相
発
言
を
否
定
し
た
と
一
斉
に

報
じ
た
。
こ
の
報
道
に
よ
り
、
彼

に
対
す
る
拘
束
の
動
き
が
高
ま
り
、

３
月
12
日
朝
自
宅
に
踏
み
込
ん
だ

イ
ギ
リ
ス
内
務
省
役
人
に
よ
っ
て

身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
。（
妻
幸
子
、

数
か
月
後
清
算
人
其そ

の
他
か
ら
何
と
い
う
優
秀
な
ス

タ
ッ
フ
を
正
金
は
訓
練
し
て
持
っ
て
い
た
か
と
い
う

こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
正
金
に
い
た
イ
ギ
リ
ス
人

の
ス
タ
ッ
フ
は
正
金
が
清
算
さ
れ
る
と
共
に
、
政
府

や
銀
行
に
使
わ
れ
あ
ら
ゆ
る
処
で
立
派
に
勤
め
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
日
本
人
は
努
力
す
れ
ば
英
米
人
に

劣
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
私
は
日
本
人
は
優ま
さ

っ
て
は
い
な
い
が
英
米

人
に
劣
っ
て
も
い
な
い
、
唯
現
今
の
日
本
人
は
何
か

に
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
人
を
非
常
に
偉
い
と
思
い
ま
し
た
の
は
、

ド
イ
ツ
の
空
襲
の
激
し
い
時
、
随
分
方
々
の
レ
ー
ル

が
切
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
又
そ
の
上
自
分
の
家
に
も

損
害
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
空
襲
の
た
め
に
休
ん
だ

と
い
う
イ
ギ
リ
ス
人
を
知
ら
な
い
こ
と
で
す
。
遅
刻

し
た
人
は
お
り
ま
す
が
、
な
ん
と
か
し
て
一
応
必
ず

出
て
来
た
も
の
で
す
。
デ
ュ
テ
イ
（
義
務
）
と
い
う

も
の
に
非
常
に
忠
実
な
の
で
す
」

「
イ
ギ
リ
ス
人
は
進
歩
的
な
保
守
主
義
者
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
何
故
か
と
言
え
ば
、
彼
ら
は
絶
え
ず
動
い

て
い
る
ん
で
す
。
資
本
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

社
会
主
義
、
或
い
は
共
産
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と
考
え
て
居
り
ま
せ
ん
。
資
本
主
義
は
是
正
さ
れ
る

し
、
社
会
主
義
が
漸
次
そ
こ
へ
も
っ
て
行
く
の
だ
と

い
う
風
に
考
え
て
い
る
の
で
す
。
要
す
る
に
イ
ギ
リ

ス
人
は
漸
進
主
義
で
あ
り
、
理
詰
め
で
確
実
に
一
歩

一
歩
進
む
と
い
う
国
民
で
す
。
理
詰
め
で
あ
る
た
め

日
本
人
に
は
非
常
に
ク
ー
ル
に
見
え
ま
す
が
、
そ
れ

じ
ゃ
絵
や
音
楽
に
関
す
る
関
心
は
ど
う
か
と
い
う
と

非
常
な
も
の
で
、
民
衆
全
体
か
ら
み
る
と
き
、
イ
ン

テ
レ
ク
イ
チ
ュ
ア
ル
の
レ
ベ
ル
が
高
い
社
会
だ
と
言

え
ま
す
。
例
え
ば
大
陸
旅
行
を
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
行

き
ま
す
と
、
汽
車
に
乗
っ
て
い
る
人
々
が
皆
静
か
に

新
聞
を
読
ん
で
い
る
。
実
に
い
い
で
す
ね
」

「
戦
争
中
日
本
に
一
寸
帰
っ
て
来
た
時
、
一
体
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
の
学
生
は
ど
う
し
て
い
る
か
と
い
う
質

問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
本
を
捨
て
て
剣
を
と
り
戦

争
に
出
て
行
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
祖
国
が
こ
う
い

う
風
な
危
機
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
自
分
達
が

出
て
行
っ
て
働
く
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
っ
て
、
自

分
と
国
家
は
同
じ
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
観
念
に
基

づ
い
て
い
る
の
で
す
。
戦
争
が
済
ん
だ
ら
、
お
そ
ら

く
一
斉
に
剣
を
棄
て
て
、
自
分
の
家
に
帰
り
勉
強
し

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
学
生
は
兵
隊
に

と
ら
れ
る
の
を
待
っ
て
居
て
、
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て

い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
点
か
ら
も
イ
ギ
リ
ス
人
の
ユ
ー

テ
リ
テ
ィ
リ
ア
ニ
ズ
ム
（
功
利
主
義
）
は
非
常
に
い

い
と
思
い
ま
す
。
私
は
イ
ギ
リ
ス
人
と
い
う
も
の
を

非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
あ
れ
だ
け
の
小
さ

な
国
に
居
り
な
が
ら
、
世
界
の
大
国
の
一
つ
と
な
っ

て
や
っ
て
い
る
の
は
、
結
局
人
間
が
偉
い
か
ら
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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「
敵
性
外
国
人
」
の
仮
収
容
所
と
な
っ
た
マ
ン
島
は
、

法
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
領
土
で
は
な
く
イ
ギ
リ
ス
国
王

の
属
領
で
あ
る
。
今
日
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
（
租
税

回
避
地
）
と
し
て
知
ら
れ
、
世
界
で
最
も
古
い
オ
ー

ト
バ
イ
レ
ー
ス
「
Ｔ
Ｔ
レ
ー
ス
」
で
も
知
ら
れ
る
。

マ
ン
島
は
第
１
次
大
戦
に
続
い
て
、
第
２
次
大
戦
で

も
敵
性
外
国
人
の
収
容
所
に
あ
て
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ

人
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
、
イ
タ
リ

ア
人
そ
し
て
日
本
人
ら
が
、
島
内
約
10
カ
所
の
「
キ
ャ

ン
プ
」
に
収
容
さ
れ
た
。
収
容
所
と
し
て
ホ
テ
ル
や

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
接
収
さ
れ
た
。
日
本
人
の
大
半
は

昭
和
16
年
12
月
に
イ
ギ
リ
ス
陸
軍
に
警
護
さ
れ
て
マ

ン
島
に
到
着
し
た
。
多
い
時
は
１
０
０
人
近
く
収
容

さ
れ
、
中
心
地
ダ
グ
ラ
ス
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
沿
い
に

あ
る
パ
レ
ス
キ
ャ
ン
プ
と
少
し
内
陸
部
に
入
っ
た

ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
キ
ャ
ン
プ
で
生
活
し
た
。

　

日
本
人
収
容
者
の
ほ
ぼ
半
数
は
ロ
ン
ド
ン
で
働
い

て
い
た
商
社
や
銀
行
の
駐
在
員
と
新
聞
社
・
通
信
社

の
ロ
ン
ド
ン
特
派
員
だ
っ
た
。
収
容
所
は
周
囲
に
鉄

条
網
が
築
か
れ
、
朝
晩
の
点
呼
が
課
さ
れ
た
ほ
か
は
、

広
範
な
自
治
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
収
容
者
の
中
に

は
音
楽
家
や
芸
術
家
も
い
て
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や

展
覧
会
が
催
さ
れ
た
。
学
識
者
た
ち
に
よ
る
「
大カ
レ
ッ
ジ学
」

が
開
設
さ
れ
た
収
容
所
も
あ
っ
た
。

　

久
朗
は
、
マ
ン
島
で
の
数
カ
月
の
拘
留
で
日
本
人

抑
留
者
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
格
に
な
り
、
彼
ら
を
組
織

し
て
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
意
義
あ
る
暮
ら
し

を
送
ら
せ
た
。
久
朗
の
規
律
正
し
い
生
活
や
勉
強
そ

れ
に
読
書
の
量
は
抑
留
さ
れ
悲
嘆
に
暮
れ
て
い
た
日

本
人
を
驚
か
し
勇
気
を
与
え
た
。
久
朗
の
拘
束
は
17

年
６
月
18
日
で
終
わ
り
、
大
方
の
日
本
人
抑
留
者
と

と
も
に
捕
虜
交
換
船
「
エ
ル
・
ニ
ル
号
（El N

il

）」

に
乗
船
し
リ
バ
プ
ー
ル
港
か
ら
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

皮
革
製
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
に
は
、
日
本
政
財
界
の
首

脳
と
開
戦
回
避
に
む
け
て
交
し
た
秘
密
の
書
簡
類
や

在
英
日
記
・
メ
モ
帳
が
衣
類
や
書
籍
に
隠
し
て
入
っ

て
い
た
。
赤
い
手
帳
（「5 Years D

iary

」、
一
宮
町

教
委
「
加
納
家
史
料
」）
は
注
目
に
値
す
る
。
同
手
帳

は
久
朗
が
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
時
代
に
書
き
つ
づ
っ
た

メ
モ
帳
で
、
昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）
か
ら
同
17
年

ま
で
の
５
年
間
一
日
も
欠
か
さ
ず
和
文
と
英
文
で
記

述
し
て
い
る
。
同
手
帳
は
部
外
者
に
見
ら
れ
な
い
よ

う
に
カ
ギ
の
掛
か
る
高
価
な
も
の
で
、
書
か
れ
た
文

字
は
豆
粒
の
よ
う
に
小
さ
く
判
読
が
難
し
い
個
所
が

少
な
く
な
い
。
同
手
帳
の
と
び
ら
に
は
久
朗
の
直
筆

で
「
人
生
訓
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

"D
o not be a slave to your w

ork. Enjoy life-
enjoy w

ork:　

w
ork

ヲart 

ニ

セ

ヨ
。N

ever 
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今
日
ヲ
人
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n
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久
朗
は
７
月
上
旬
帰
還
し
た
。
同
年
11
月
26
日
父

久ひ
さ

宜よ
し

の
頌し
ょ
う
と
く
ひ

徳
碑
除
幕
式
が
鹿
児
島
市
で
挙
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
久
宜
が
鹿
児
島
県
知
事
と
し
て
大

き
な
足
跡
を
残
し
た
こ
と
は
既
に
記
し
た
。
久
朗
は

遺
族
代
表
と
し
て
妻
幸
子
や
久
宜
夫
人
鎰
子
ら
多
数

の
遺
族
と
と
も
に
参
列
し
、
来
賓
代
表
と
し
て
挨
拶

す
る
と
と
も
に
記
念
写
真
に
お
さ
ま
っ
た
。
18
年
３

月
横
浜
正
金
銀
行
の
７
人
の
常
勤
取
締
役
の
ひ
と
り

に
昇
格
す
る
。
北
京
、
新
京
な
ど
中
国
を
担
当
し
た
。

同
月
29
日
、
日
本
経
済
連
盟
会
と
（
財
）
日
本
貿
易

振
興
協
会
主
催
の
経
済
講
演
会
が
大
阪
倶く

楽ら

部ぶ

で
開

か
れ
た
。
久
朗
は
「
戦
時
世
界
経
済
の
諸
問
題
」
の

演
題
で
講
演
し
た
。
大
阪
は
久
朗
が
横
浜
正
金
銀
行

に
入
行
し
た
際
最
初
の
赴
任
地
で
あ
り
懐
か
し
い
水

の
都
だ
っ
た
。
だ
が
戦
時
下
の
影
響
は
繁
栄
を
誇
っ

た
街
に
も
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
た
。
彼
の
講
演
に

は
国
家
主
義
や
国
粋
主
義
的
な
論
調
は
全
く
う
か
が

え
な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
を
国
際
的
銀
行

マ
ン
と
し
て
「
経
済
戦
争
」「
資
源
戦
争
」
と
位
置
付

け
て
分
析
し
た
も
の
で
、
講
演
内
容
を
も
と
に
発
刊

さ
れ
た
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
冊
子
の
目
次
は
以
下
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。「〈
目
次
〉、
１
今
次
の
大
戦
と
経

済
問
題
、
２
開
戦
後
の
貿
易
の
特
異
性
、
３
債
権
国

た
る
英
米
の
地
位

の
内
容
の
変
化
、

４
各
国
の
物
価
政

策
、
５
イ
ン
フ
レ

対
策
、
６
財
政
と

国
民
所
得
、
７
統

制
経
済
、
８
株
式

市
場
、
９
戦
後
の

国
際
金
融
問
題
」。

　

太
平
洋
戦
争
は

敗
北
に
大
き
く
傾

い
て
い
た
。
久
朗

の
長
男
久
道
（
京

N
ノ ー ブ レ ス

oblesse o
オブリージュ

blige

末
娘
英
子
、
使
用
人
ま
さ
は
太
平
洋
戦
争
勃
発
前
に

リ
バ
プ
ー
ル
港
か
ら
帰
国
さ
せ
て
い
た
）。
久
朗
は
日

英
の
戦
争
回
避
に
向
け
寝
食
を
忘
れ
て
努
力
を
し
た
。

そ
の
彼
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
当
局
に
よ
っ
て
身
柄
を
拘

束
さ
れ
た
。
最
悪
の
事
態
は
彼
を
深
い
悲
哀
に
陥
れ

た
。
４
月
20
日
ロ
ン
ド
ン
支
店
は
閉
鎖
さ
れ
た
。

　

久
朗
は
「
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
日
本
軍
に
よ
る
香

港
虐
殺
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
人
間
の
倫
理
感

か
ら
し
て
み
て
も
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
か
ら
だ
」

と
考
え
て
い
た
。
前
年
７
月
の
日
本
人
資
産
の
凍
結

以
降
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
日
本
に
対
す
る
狭
量

や
非
情
な
言
動
に
義
憤
を
募
ら
せ
て
い
た
。
彼
は
イ

ギ
リ
ス
と
イ
ギ
リ
ス
人
を
愛
し
た
。
だ
が
二
国
間
に

宣
戦
が
布
告
さ
れ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
和
平
を
希
求

し
た
彼
で
も
忠
誠
心
は
日
本
に
傾
く
の
は
必
然
で

あ
っ
た
。

　
「
ロ
ン
ド
ン
生
活
談
義　

加
納
久
朗
」（
昭
和
22
年
、

『
正
金
人
』
終
刊
号
、
現
代
語
表
記
・
以
下
同
じ
）
か

ら
引
用
す
る
。

「
ロ
ン
ド
ン
の
思
い
出
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
例
の
12

月
８
日
、
12
時
に
英
国
議
会
で
対
日
宣
戦
布
告
が
な

さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
支
店
の
副
支
配
人
は
じ
め
全
部
抑

留
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
一
人
だ
け
は
残
さ
れ
ま
し
た
。

愈い
よ

々い
よ

支
店
の
資
産
を
イ
ギ
リ
ス
側
に
渡
す
段
取
り
に

な
っ
た
時
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ス
タ
ッ
フ
は
最
後
の
最

後
ま
で
正
金
の
為た
め

に
働
い
て
呉
れ
ま
し
た
。
私
は
清

算
人
に
対
し
て
、
此こ

の
人
達
の
生
活
の
為
に
慰
労
金

を
別
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
か
ら
、
支
払
っ
て
欲
し

い
と
お
頼
み
し
ま
し
た
。
正
金
は
何
も
秘
密
が
な
い

か
ら
清
算
人
の
言
う
通
り
に
忠
実
に
や
り
ま
し
た
。

頌徳碑除幕式（鹿児島市、一宮町教委「加納家史料」）

ロンドン時代の手帳
（５年間の記録、カギが掛かる）

マン島

ロンドン

リバプール
マンチェスター

エディンバラグラスゴー

～
貴た

か

き
者
の
責
務
～
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明
で
あ
る
。
帰
国
か
ら
中
国
に
渡
る
前
ま
で
の
１
年

ほ
ど
の
間
で
あ
っ
た
ろ
う
。
後
に
日
本
住
宅
公
団
が

本
社
と
し
て
元
憲
兵
隊
司
令
部
を
使
う
こ
と
に
な
っ

た
際
、
初
代
総
裁
加
納
が
語
っ
た
体
験
を
複
数
の
部

下
が
強
い
印
象
と
し
て
記
憶
し
て
い
る
。「
日
本
住
宅

公
団
の
事
務
所
は
翌
年
（
昭
和
31
年
）
千
代
田
区
役

所
前
の
元
憲
兵
隊
司
令
部
の
建
物
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
接
収
中

は
「
ノ
ー
ト
ン
・
ホ
ー
ル
」）
に
入
っ
た
が
、
こ
の
地

下
室
に
は
戦
時
中
、
加
納
総
裁
が
リ
ベ
ラ
ル
な
反
戦

思
想
の
持
ち
主
と
し
て
囚
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
そ
う
だ
。
何
と
い
う
巡
り
合
わ
せ
か
」（『
百
の
証
言
』

の
〈
公
団
設
立
当
初　

福
島
茂
〉）。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

太
平
洋
戦
争
と
い
う
巨
大
な
総
力
戦
は
、
未み

曾ぞ

有う

の
消
耗
戦
と
な
り
２
つ
の
原
爆
投
下
の
犠
牲
を
強
い

て
日
本
を
破
滅
の
道
に
転
落
さ
せ
た
。
昭
和
20
年
８

月
15
日
「
15
年
戦
争
」
は
昭
和
天
皇
の
玉
音
放
送
に

よ
り
終
り
を
告
げ
た
。「
耐
え
が
た
き
を
耐
え
、
忍
び

が
た
き
を
忍
び
…
」。
敗
戦
国
の
民
衆
を
襲
っ
た
の
は

飢
え
と
虚
脱
感
そ
れ
に
さ
さ
や
か
な
解
放
感
で
あ
っ

た
。
戦
災
に
よ
る
犠
牲
者
数
は
約
１
８
５
万
人
。
領

土
は
戦
前
の
40
％
を
失
い
、
被
害
は
国
富
総
額
の
４

分
の
１
に
達
し
た
。（
建
築
物
は
25
％
、
工
業
用
機
械

類
は
34
％
、
船
舶
は
実
に
80
％
を
失
っ
た
）。
日
本
は

北
海
道
・
本
州
・
四
国
・
九
州
の
４
島
に
押
し
込
め

ら
れ
て
「
３
等
国
」
に
転
落
し
た
。

　

敗
戦
の
直
前
に
お
い
て
、
横
浜
正
金
銀
行
は
上
海

に
お
い
て
金
14
ト
ン
、
華
北
に
お
い
て
同
５
ト
ン
を

売
却
し
、
中
央
儲ち
ょ

備び

銀
行
及
び
中
国
連
合
準
備
銀
行

と
の
正
金
銀
行
預
け
合
勘
定
の
借
入
金
を
皆
済
し
た
。

指
揮
を
執
っ
た
の
が
久
朗
で
あ
る
。
内
大
臣
木
戸
幸

一
に
蒋
介
石
政
権
の
真
意
や
国
民
党
と
共
産
党
の
意

向
な
ど
現
地
の
政
治
情
勢
を
報
告
す
る
「
重
慶
情
報
」

を
密
か
に
送
っ
た
。
敗
戦
の
夏
、
久
朗
は
中
国
担
当

取
締
役
と
し
て
妻
幸
子
と
と
も
に
北
京
に
滞
在
し
終

戦
事
務
処
理
に
あ
た
り
、
難
民
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ

た
後
帰
国
し
た
。
横
浜
正
金
銀
行
の
海
外
１
０
０
余

り
の
店
舗
は
昭
和
20
年
10
月
頃
ま
で
に
閉
鎖
接
収
さ

れ
、
膨
大
な
在
外
資
産
を
失
い
、
満
州
、
フ
ィ
リ
ピ

都
帝
大
哲
学
科
卒
）
が
学
徒
出
陣
の
陸
軍
兵
士
と
し

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
に
送
り
こ
ま
れ
た
。（
戦
後
無
事

帰
還
）。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

憲
兵
隊
に
よ
る
吉
田
茂
検
挙
ほ
ど
久
朗
に
衝
撃
を

与
え
た
事
件
は
な
か
っ
た
が
、
久
朗
自
身
も
憲
兵
に

一
時
身
柄
を
拘
束
さ
れ
る
の
で
あ
る
。（『
日
本
憲
兵

正
史
』（
全
国
憲
友
会
連
合
会
本
部
刊
行
）
を
参
考
に

し
一
部
引
用
す
る
）。

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
４
月
１
日
、
米
軍
は
艦

船
１
４
５
７
隻
を
動
員
し
、
総
兵
力
18
万
３
千
人
を

も
っ
て
、
沖
縄
本
島
の
嘉
手
納
海
岸
に
上
陸
す
る
と

と
も
に
進
攻
を
開
始
し
た
。
４
月
12
日
に
は
日
本
連

合
艦
隊
の
第
二
次
総
攻
撃
が
開
始
さ
れ
、「
沖
縄
侵
攻

の
米
軍
の
損
害
甚
大
な
り
」
と
の
外
電
報
道
は
大
本

営
の
決
戦
思
想
を
か
き
立
て
て
い
た
。
だ
が
Ｂ
29
に

よ
る
空
襲
の
激
化
と
食
糧
難
と
い
う
現
実
に
、
国
民

の
生
活
は
既
に
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
疲
労
困
憊

の
極
に
達
し
て
い
た
。
そ
れ
は
戦
争
の
長
期
化
と
苛か

酷こ
く

さ
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
人
間
と
し
て
の
限
界

を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

憲
兵
隊
は
国
民
の
反
戦
思
想
か
ら
平
和
思
想
へ
の

拡
大
を
恐
れ
、
そ
れ
ら
の
動
向
に
対
す
る
取
り
締
ま

り
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
軍
部
が
い

か
に
決
戦
を
叫
び
、
国
民
の
士
気
を
高
め
よ
う
と
し

て
も
、
既
に
国
内
で
は
密
か
に
戦
争
終
結
へ
の
工
作

を
進
め
る
一
群
が
あ
っ
た
。
元
首
相
ら
の
重
臣
及
び

外
交
官
さ
ら
に
国
内
親
英
米
派
を
中
核
と
す
る
グ

ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。

　

20
年
２
月
14
日
、
参
内
し
て
単
独
上
奏
し
た
公
爵

前
首
相
近
衛
文
麿
は
、
天
皇
に
対
し
て
戦
争
終
結
と

軍
部
の
粛
清
を
訴
え
て
い
た
。
こ
の
時
天
皇
に
奉
呈

さ
れ
た
の
が
、
世
に
〈
近
衛
上
奏
文
〉
と
い
わ
れ
る

も
の
で
、
近
衛
が
敗
戦
よ
り
も
共
産
革
命
を
恐
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ

の
上
奏
文
は
、
既
に
陸
軍
省
軍
事
資
料
部
が
大
磯
の

吉
田
茂
邸
に
ス
パ
イ
を
放
っ
て
、
ひ
そ
か
に
上
奏
内

容
を
盗
写
し
て
い
た
。
だ
が
、
公
爵
近
衛
が
天
皇
に

戦
争
終
結
を
上
奏
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
憲
兵
隊
が

ン
、
ビ
ル
マ
、
ボ
ル
ネ
オ
な
ど
で
は
、
相
当
数
の
行

員
が
殉
職
し
た
。
行
員
数
は
19
年
１
月
内
外
地
合
計

４
６
５
２
人
で
あ
っ
た
が
、
内
地
の
み
と
な
っ
た
21

年
10
月
に
は
１
７
０
０
人
に
激
減
す
る
。
同
年
８
月

30
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
・
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
ダ
グ
ラ
ス
・

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
が
愛
機
「
バ
タ
ー
ン
」
号
で
厚

木
飛
行
場
に
降
り
立
っ
た
。
コ
ー
ン
パ
イ
プ
を
く
わ

え
た
元
帥
は
勝
者
の
栄
光
を
誇
示
し
丸
腰
の
ま
ま
悠

然
と
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り
た
。
日
本
が
初
め
て
体
験
す

る「
無
血
占
領
」と「
間
接
統
治
」の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

　

終
戦
直
後
、
政
府
が
創
設
し
た
終
戦
連
絡
事
務
局

総
裁
に
横
浜
正
金
銀
行
元
頭
取
の
児
玉
謙
次
が
、
同

次
長
に
は
正
金
銀
行
取
締
役
か
ら
在
米
財
務
官
を
経

て
満
州
中
央
銀
行
総
裁
と
な
っ
た
西
山
勉
が
就
任
し
、

大
蔵
省
終
戦
連
絡
部
長
に
は
横
浜
正
金
銀
行
総
務
部

長
の
木
内
信の
ぶ

胤た
ね

が
就
任
し
た
。
21
年
１
月
久
朗
は
取

締
役
を
辞
任
し
銀
行
員
と
し
て
の
生
活
に
終
止
符
を

打
っ
た
。
60
歳
、
還
暦
で
あ
っ
た
。
横
浜
正
金
銀
行

は
連
合
国
軍
か
ら
日
本
の
軍
国
主
義
に
寄
与
し
た
金

融
組
織
と
看み

做な

さ
れ
、
再
編
成
さ
れ
民
間
化
さ
れ
て

東
京
銀
行
と
な
っ
た
。
久
朗
は
英
語
に
堪
能
で
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
次
長
に
選
任

さ
れ
る
。
西
山
の
後
任
で
あ
っ
た
が
、
次
長
は
数
カ

月
で
辞
任
し
て
い
る
。
短
期
間
で
去
っ
た
理
由
は
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
将
校
ら
の
対
応
が
不
遜
極
ま
り
な
い
こ
と
に

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
敗
戦
に
よ
り
、
外
務
省
が
機
能
停
止
し
た
当
時
、
白

洲
次
郎
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
日
本
政
府
の
折
衝
を
行
う
終
戦

連
絡
事
務
局
で
働
く
こ
と
に
な
る
。
横
浜
正
金
銀
行

ロ
ン
ド
ン
支
配
人
や
国
際
決
済
銀
行
幹
部
を
勤
め
吉

田
茂
外
相
（
当
時
）
と
も
親
し
か
っ
た
次
長
の
加
納

久
朗
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
国
内
政
策
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

い
た
時
、
相
手
の
意
向
を
無
視
し
て
話
し
続
け
る
加

納
を
担
当
者
が
部
屋
か
ら
追
い
出
し
て
し
ま
っ
た
」

（『
白
洲
次
郎　

知
ら
れ
ざ
る
素
顔　

上
』（
徳
本
栄
一

郎
））。
久
朗
の
プ
ラ
イ
ド
は
高
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、

昭
和
21
年
３
月
29
日
、
加
納
は
次
長
を
辞
任
し
、
流

暢
な
英
語
を
話
す
知
識
人
白
洲
が
そ
の
後
に
坐
っ
た
。

　

21
年
８
月
、
久
朗
は
日
本
の
代
表
的
銀
行
の
取
締

こ
れ
を
取
締
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
内
容
の
一

部
が
利
用
さ
れ
、
巷こ
う

間か
ん

反
戦
的
言
動
と
な
っ
て
流
布

さ
れ
た
た
め
、
憲
兵
は
動
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

　

陸
軍
省
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
、
憲
兵
が
警
戒
し

た
主
要
な
人
物
が
、
吉
田
茂
、
池
田
成し
げ

彬あ
き

、
原
田
熊

男
、
樺
山
愛
輔
、
岩
淵
辰
雄
、
殖し
ょ
く
だ田
俊
吉
ら
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
政
財
界
人
は
そ
れ
ぞ
れ
宮
中
、
財
界
、
法

曹
界
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
連
な
る
親
英
米
派
と
い

わ
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
近
衛
に
近
い
関
係
で
あ

る
こ
と
は
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
の
で
、
４
月

15
日
早
朝
、
憲
兵
隊
は
吉
田
茂
、
殖
田
俊
吉
、
岩
淵

辰
雄
ら
を
検
挙
し
た
。
だ
が
、
吉
田
検
挙
の
際
、
大

磯
の
吉
田
邸
に
あ
る
は
ず
の
〈
近
衛
上
奏
案
〉（
吉
田

茂
が
筆
写
し
た
も
の
）
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
吉

田
の
内
妻
こ
り
ん
が
素
早
く
帯
の
間
に
隠
し
、
後
に

焼
却
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

吉
田
グ
ル
ー
プ
の
検
挙
の
理
由
は
、〈
近
衛
上
奏
文
〉

の
内
容
の
一
部
に
せ
よ
流
布
し
た
こ
と
と
反
軍
言
動

が
あ
っ
た
が
、
も
う
一
つ
は
、
軍
の
編
成
装
備
を
漏

ら
し
た
軍
機
保
護
法
違
反
で
あ
る
。
憲
兵
隊
の
取
調

べ
を
受
け
た
吉
田
茂
は
、
当
初
頑
強
に
容
疑
事
実
を

否
認
し
た
が
、
最
後
は
あ
っ
さ
り
と
容
疑
事
実
を
認

め
、
５
月
３
日
に
東
部
軍
事
法
会
議
に
送
ら
れ
た
。

憲
兵
隊
に
留
置
さ
れ
た
の
は
18
日
間
で
あ
っ
た
。
こ

の
間
、
憲
兵
は
老
齢
の
吉
田
茂
を
丁
重
に
取
扱
い
差

し
入
れ
な
ど
は
自
由
に
許
可
し
た
。

　

５
月
３
日
代
々
木
の
陸
軍
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
た

が
、
こ
の
時
刑
務
所
長
田
代
敏
雄
大
尉
が
吉
田
を
優

遇
し
た
。
５
月
25
日
の
Ｂ
29
に
よ
る
東
京
空
襲
で
刑

務
所
が
焼
失
し
た
際
、
脱
出
し
よ
う
と
し
た
米
空
軍

捕
虜
数
人
が
殺
害
さ
れ
た
。
戦
後
、
所
長
田
代
は
そ

の
責
を
問
わ
れ
て
、
戦
犯
と
し
て
処
刑
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ（
連
合
国
軍
総
司
令
部
）

と
交
渉
し
て
助
け
た
の
が
吉
田
茂
で
あ
る
。
所
長
田

代
は
死
一
等
を
減
じ
ら
れ
て
無
期
刑
と
な
り
、
釈
放

後
は
僧
侶
と
な
っ
て
、
太
平
洋
戦
争
で
戦
死
ま
た
は

刑
死
し
た
人
々
の
冥
福
を
祈
っ
た
と
い
う
。

　

久
朗
が
い
つ
憲
兵
隊
に
よ
っ
て
身
柄
を
拘
束
さ
れ

た
の
か
は
、
本
人
が
公
式
に
語
っ
て
い
な
い
た
め
不

役
だ
っ
た
こ
と
を
理

由
に
公
職
追
放
と

な
っ
た
。
だ
が
25
年

10
月
13
日
、
加
納
は

多
く
の
追
放
者
と
と

も
に
追
放
解
除
と

な
っ
た
。
終
戦
後
の

公
職
追
放
は
昭
和
21
年
１
月
及
び
同
22
年
１
月
の
Ｇ

Ｈ
Ｑ
「
覚
書
」（
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
）に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、

総
数
は
約
20
万
人
の
多
数
に
上
っ
た
。
う
ち
反
証
の

あ
る
約
３
万
人
が
訴
願
委
員
会
に
追
放
解
除
の
申
請

を
し
、
そ
の
中
か
ら
大
量
解
除
が
行
わ
れ
た
。
訴
願

委
員
会
の
審
査
結
果
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
了
承
さ
れ
た
。

非
戦
を
訴
え
続
け
た
久
朗
も
申
請
者
の
ひ
と
り
だ
っ

た
。
追
放
解
除
後
の
彼
は
請
わ
れ
る
ま
ま
に
多
く
の

民
間
企
業
の
取
締
役
社
長
を
務
め
た
。
同
時
に
国
家

再
建
の
た
め
の
国
土
計
画
も
相
次
い
で
発
表
し
た
。

彼
の
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
愛
情
は
変
わ
る
こ
と
な
く

東
京
に
本
部
の
あ
る
日
英
協
会
理
事
長
を
長
年
務
め

た
。
国
際
文
化
振
興
会
理
事
長
に
も
就
任
し
た
。

　

久
朗
は
、
24
年
２
月
に
来
日
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
経
済
顧

問
Ｊ
・
Ｍ
ド
ッ
ジ
（
銀
行
家
）
の
「
相
談
役
」
と
な

り
財
政
金
融
引
締
め
政
策
に
よ
っ
て
疲
弊
し
た
日
本

経
済
の
立
て
直
し
を
推
進
す
る
。
公
職
追
放
中
で
は

あ
っ
た
が
、
首
相
吉
田
茂
か
ら
の
強
い
要
請
に
応
え

た
の
で
あ
る
。

　

吉
田
茂
の
久
朗
宛
書
簡
で
あ
る
。（
昭
和
24
年
３
月

17
日
付
）

「
拝
啓
、再
三
の
御
書
難
有
敬
読
仕
候
、ド
ッ
チ
（
ド
ッ

ジ
）
氏
所
見
に
対
し
て
は
一
々
尤
も
と
存
、
其
ラ
イ

ン
に
て
進
行
致
候
様
当
局
に
申
遣
わ
し
置
候
、
何
分

諸
方
面
安
易
の
考
方
致
度
、
此
弊
を
改
め
ざ
る
限
均

衡
予
算
は
六
ヶ
敷
、
復
興
再
建
に
は
余
程
思
い
切
っ

た
縮
減
を
行
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
覚
悟
致
候
、
小
生

も
大
分
宜
敷
候
得
共
用
心
の
為
上
京
延
期
、
来
週
初

め
に
帰
京
可
仕
候
、
書
余
譲
拝
晤
候　

不ふ

宣せ
ん

　
　

三
月
十
七
日　

吉
田
生　
　

加
納
老
兄　

侍
史
」

　

ド
ッ
ジ
と
加
納
が
交
わ
し
合
っ
た
多
数
の
書
簡
を

綴
じ
た
「
ド
ッ
ジ
・
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
（
ド
ッ
ジ

書
簡
）
１
９
４
９
‐
５
３
」（
一
宮
町
教
委
「
加
納
家

史
料
」）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
英
文
の
文
面
か
ら
は
銀

行
家
と
し
て
互
い
に
敬
愛
し
合
っ
て
い
た
様
子
が
う

か
が
え
る
。
27
年
４
月
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条

約
が
発
効
し
た
。
日
本
は
７
年
に
及
ぶ
占
領
統
治
か

ら
解
放
さ
れ
主
権
を
回
復
し
た
。
独
立
し
た
の
で
あ

る
。「
ア
メ
リ
カ
進
駐
軍
の
将
兵
は
『
敵
と
し
て
来
り
、

友
と
し
て
去
り
ぬ
』
と
私
は
思
う
」（『
回
想
十
年　

第
一
巻
』（
吉
田
茂
））。
加
納
は
、
戦
後
の
深
刻
な
電

力
不
足
を
解
消
し
、
同
時
に
産
業
を
復
活
さ
せ
る
た

め
に
は
電
源
開
発
（
大
規
模
ダ
ム
建
設
）
の
積
極
推

進
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
総
理
大
臣
吉
田
茂
に

そ
の
旨
を
訴
え
て
い
た
。
昭
和
25
年
２
月
末
、
総
理

大
臣
吉
田
は
加
納
を
内
々
に
呼
ん
で
連
合
国
総
司
令

部（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）最
高
司
令
官
ダ
ク
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
か
ら
吉
田
に
寄
せ
ら
れ
た
書
簡
を
「
内
密
に
願

い
た
い
」
と
断
っ
た
上
で
見
せ
た
。
書
簡
は
同
年
２

月
25
日
（
書
簡
で
は
15
日
と
誤
記
）
に
元
帥
か
ら
発

せ
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
趣
旨
は
「
専
門
家
の

勧
告
に
よ
る
と
し
た
う
え
で
、
ア
メ
リ
カ
の
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
エ
リ
ッ
ク
・
フ
ロ
ー
ア
・
ア
ン
ド
・

ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
社
が
提
案
し
て
い
る
只
見
川
電
源
開

発
計
画（
複
数
ダ
ム
建
設
）を
別
個
に
行
な
う
よ
り
も
、

日
本
の
総
合
的
な
電
力
開
発
計
画
を
作
成
し
て
、
只

見
川
計
画
も
そ
の
中
に
統
合
し
て
は
ど
う
か
」
と
指

摘
し
「
経
済
発
展
を
継
続
さ
せ
る
に
は
電
力
は
決
定

的
に
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
電
力
制
度
再
編
成

の
緊
急
性
は
い
く
ら
強
調
し
て
も
す
ぎ
る
こ
と
は
な

い
」
と
結
ん
で
あ
っ
た
。
加
納
は
、
元
帥
が
強
調
し

た
電
力
制
度
再
編
成
に
全
面
的
に
賛
成
す
る
と
吉
田

に
告
げ
た
。（『
吉
田
茂
＝
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
往
復
書
簡
』

（
袖
井
林
二
郎
編
訳
）
参
考
）。

（
参
考
文
献
：
千
葉
県
一
宮
町
教
育
委
員
会
蔵
「
加
納
家
史

料
」、「
加
納
家
史
料
目
録
」
加
藤
陽
子
様
論
文
、『
吉
田
茂

書
翰
追
補
』（（
財
）
吉
田
茂
国
際
基
金
）、『
日
本
憲
兵
正
史
』

（
全
国
憲
友
会
連
合
会
本
部
刊
行
）、『
横
浜
正
金
銀
行
全
史
』、

伊
藤
恵
子
様
（
ロ
ン
ド
ン
在
住
）
提
供
資
料
、
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
資
料
）。

（
つ
づ
く
）。

公
職
追
放
解
除
通
知
（
一
宮
町
教
委
「
加
納
家
史
料
」）


